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□本
記

念
號

に
登
載

の
た

め
、
諸

名
家

よ
り
恵

送
せ
ら
れ

た
る
追
憶
文

は
、
本

號

に
全
載
す

る

筈

で

し
た
が
、
何

分
紙
數

に
制

限
が
あ

る
た
め
、

乍
遺
憾

次
號

以
下

に
廻

し
た

も

の
が
あ
り
ま
す

決

し

て
御
好
意

を
無

に
致

し
ま
せ
ん

か
ら
、
惡

し
か
ら
す
御
諒
察

下
さ

い
。

□
紀
念
號

は
、
大

下
氏

逝
去

の
あ
と
か
た
づ
け

や
、
「
み
づ

ゑ
」
存
續

可
否

の
問
題

や
で

、
混
雜

の
際

に
編
輯

と
印
刷

を
し
た

の
で
す

か
ら

、
發

行
期

日
も
遲

れ
ま

し
た
し
、
體

裁

も
整

は
無

い

か
も
知
れ
ま

せ
ん
が

、
内
容

は
諸
名
家

の
文

章

で

、
光
彩

を
放

つ
て
居

る

こ
と
と
信
じ

て
居
ま

す

。
□
次
號

に
は
三
宅
、

石
川
、
瀧
澤
、
寺

田
、

四

氏

の
水
彩
畫

を
原
色

版

と
な

し

口
繪

に
挿

入

し

故

大

下
氏
遺
稿

、
文

部

省
美
術
展
覽

會

批
評

、

其
他
諸
名
家

の
美
術

講
話

、
紀
行
文

等
を
以

て

満

載

し
來

る
十

二
月

三
日
、
從

前
通

り
發

行
致

し

ま
す
。

□
大
下
氏
逝

去
さ
れ
た

に
就

い
て
日
本

水
彩
畫

會

や
同
研
究
所
も
共

に
廢

滅

せ
し
か

と

の
御
尋

ね
を
時

々
受
け

ま
す

が
、

決

し
て
其
樣
な

こ
と

は
な
く
、
依

然

と
し
て
同
會

や
研
究
所

に
何

の

異

り
も
あ

り
ま
せ
ん
。

□
會
友
諸

氏

の
批

評
畫

は
會

友
規

定

に
よ

り
從

前

の
如
く
本
會

へ
御
送

り
下
さ

い
、

今
迄

と
少

し
も
變

ら
ず
親

切

に
取
扱

ひ
ま
す
。

□
横
濱

水
彩
畫

會

で

は
、
大

下
藤

次
郎
氏

の
遺

作
展
覽

會

を
兼

ね
、
十

一
月

十

一
、
十

二

の
兩

日
を
以

て
、
會
員
諸

氏

の
作
畫

を
も
陳

列

し
、

弘
く

縦
覽

を
許

し
ま
し
た
、
委
細

の
通

信

は
次

號

に
載

せ
ら

れ
る

の
で

せ
う
。

□
滿

谷
國

四
郎
氏
ば

本
月

八
日
研
究

の
目
的
を

以

て
渡
歐

の
途

に
上
ら

る
、
見
送

り
盛

な
り
き

。

□
大
下
氏
逝
去

の
報

に
接

し
各
方

面
よ

り
贈

ら

れ
た

る
總

て

の
金
員

は
之
を
水
彩
畫

の
發

展

の

資

に
供

せ
ん
た
め
日
本
水
彩
畫

會

研
究
所

に
寄

附

せ
ら

る

べ
し
と
。

□
第

五
回
文

部
省

美
術
展
覽

會

は
去
月

十

五
日

よ

り
上
野
公
園

に
於

て
開

か
る
、
水
彩
畫

は
前

回

に
比
し
甚

だ
小
數

に
し

て
日
本
水
彩
畫

會

よ

り
は
赤

城
氏

一
、
水

野
氏

二
、
後
藤
氏

一
、
故

大

下
氏

一
の
計
五
點

な
り

、
因

に
同
會

は
來

る

十
九

口
を
以

て
閉
會

し
出

品
を
京

都
府

に
移

し

京

都
府

は
十

一
月
二
十

五
日

よ
り
之

が
開

催
を

な
す
豫
定

な
る
由
。

口
問

に
答

ふ
。
讀

者

の
領
分
其

他

の
寄
稿

は
次

號

よ
り
號
を
追

ふ
て
掲

出
す

る

こ
と

に
致
し
ま

す

。
□
來
春
號

よ
り

は
眞
野
氏

の
透
視
畫

法
、

ス
タ

ヂ
オ
紹
介
等

を
掲

載
し

て
、
大

い
に
新

装

を
賑

は
す
考

へ
で

居
ま
す

か
ら
盛

に
御
愛
讀

を
願

ひ

ま
す

。
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水
繪

叢

誌
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上

編

 
 
 
 
 
 
 
一
部
實
費
送
料
共

二
十
五
銭

 
 
牛
込
區
水
道
町
五
三
東
京
洋
畫

材
料
供
給

 
 
會
發

行

水
繪
材
料

の
栞

の
改
題
さ
れ
し
も
の
に
し
て
故

大
下
藤
次
郎
氏
之
を
校
訂
さ
る
。
表
紙
、
製
本

等
粗
末
な
れ
ど
も

一
般
洋
畫

の
極
大
體

の
描
方

其
他
に
渉
り
て
記
述

し
、
美
術
展
覽
會
、
同
規

定
、
美
術
學
校
、
研
究
所
の
案
内
等
は
精
細
を

盡
し
就
中
水
繪

具

の
話
、
水
繪
具
色
見
本
は
百

餘
色

の
色
を

一
々
實
物
を
以
て
染
め
、
貼
付

せ

し
等
、
其
精
力

の
程
實

に
驚
歎

の
外
な
し
其
他



紙
見
本

も
之

に
等
し
け

れ
ば
學
者

の
參
考

に
資

す

べ
き
良
書

た
る
を
疑

は
ず

。
‥
‥
‥

因

に
本

書

は
去
月
發

行

の
處
見

本
貼
付

に
非
常

な

る
手

數
を
要

せ
し
由
な

は
ば
、

一
時

に
送
本

せ
ら
れ

ざ

る
べ
し
。

▼
春
鳥
會
便
利
販
賣

部
▲

は
元
東
京

洋
畫

材

料
供

給
會

と
稱

せ
し
が
今

般
其

の
組
織

を
革

め
、
同
時

に
春
鳥
堂

と
號

し
專

ら
本
會

の

讀
者

、
會

友

よ
り

の
注
文

依
頼

に
應

じ

一
層
確

實

に
販
賣

を

な
せ
ば
同
所
よ
り
購
買

せ
ら

る
ゝ

が
確

實

な
る
可
し

、
詳

し
く

は
廣
告

を
見
ら

れ

た
し
。

△
桂

淵
畫

會

▽

眞
野
紀
太
郎
氏
主
催
の

同
會

は
既
報

の
如
く
肖

像
畫

、
水
彩
畫

、

風
景
、

靜物
等

の
揮

毫

の
依

頼

に
應

ぜ
ら

れ

つ
ゝ
あ

り

て
依
頼
者

の
好

評
頗

る
高
し
、
尚

ほ
本

誌
讀

者

に
は
特

に
好
意

を
以

て
、
申

込

に
應

ぜ
ら

る
ゝ

由
な
れ

ば
有
志

の
方

は
此
際
申

ま
れ

た
し
と
。

 
 

注

意

『
み
づ
ゑ
』
第
八
十
二
號
は
來
る
十
二
月
三
日

發
行
仕
る
べ
け
れ
ば
前
金
切
れ
等

の
方
は
至
急

御
拂
込
相
成
度
此
段
御
注
意
申

上
候

 
 
 
謹

告

父
大
下
藤
次
郎
儀
死
去
の
節
は
早
速
御
鄭

重
な
る
御
弔
文
を
賜
り
難
有
奉
存
候
、
就

て
は

一
々
御
禮
可
申
上
筈
の
處
、
混
雜

の

際
と
て
御
芳
名
記
入
漏
れ
等
有
之
や
も
不

計
ず
候
故
、
畧

儀
乍
ら
謹
で
★

に
紙
上
を

藉
り
て
御
禮
申
上
候

 
尚

ほ

一
旦
廢
刊
と
相
定

め
申
候

『
み
づ
ゑ
』
も
大
方
諸
氏
の
御
熱
望

 

と
御
助
力

に
よ
り
再
び
繼
續
發

行
仕
る
事
に
改

め
候
に
付

い
て
は
父

 

生
前

の
事
業
を
繼
承
し
必
ず
遂
行
仕

る
可
き
に
付
き
爾
後
は
何
卒
應

 

分

の
御
助
力

と
御
愛
顧
被
下
度

此
段
併
せ
て
御
願
ひ
申
上
候

 

四
十
四
年
十

一
月

 

 
日

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大

下

正

男


